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中央 ア ンデ ス地 帯 の染 織 文 化

その文化史的観点からの一考察

藤 井 龍 彦*

1.は じめに

1.先 士器 時代の染織文化

u 草創期以降の染織文化

W。 おわ りに

1.は じ め に

 中央アンデス地帯の先スペイン文明0い わゆる古代アンデス文明  が栄えたペ

ルーの海岸地方は,沿 岸を流れる冷たいフンボル ト海流の影響で,年 間を通じてほと

んど降雨がなく,全 くの砂漠となっている。砂漠を横切ってアンデス高地から流れ下

るいくつもの川がある。川の流域のオアシス地帯が,先 スペイン時代から現代にいた

る人類の活動舞台 となっている。このような特異な自然環境のために,一 般にはきわ

めて遺存しにくい,古 代の繊維 ・木製品などの有機遺物が,紀 元前数千年という古い

ものも含めて,か なり良 く保存されている。これらの有機遺物の中で,最 も数多く出

土 し,ま た人びとの注目を集めているものとして,染 織品がある。

 古代アンデスの染織品は,博 物館や美術館あるいは展覧会などにおける展示,多 く

の美術書などを通 じて,織 り方 ・文様の多様さ,紡 績技術の優秀さなど,そ の質的な

高さが評価されている。アメ リカ合衆国の人類学者で,古 代アンデス文明研究者とし

ても名高いA.L. Kroeberは,古 代アンデスの染織品に関して「現在世界で知 られて

いる染織品の中で,こ のように優れたものは他に例がない」と書いている[KROEBER

1949:414]。 質の高さと共に驚 くべきはその数量で,正 確な数は不明であるが,現

在世界中には,断 片も含めて十万点を越す古代アンデスの染織品があると思われる。

 また,中 央アンデス地帯の高地では,現 在なお,先 スペイン時代からの伝統的な素

材 ・技術で,染 め,紡 ぎ,織 りが行われている。一つの地域で,紀 元前数千年から現

代にまでわたる,き わめて長い文化の発展が観察できるというのは,世 界に例が少な

いといえる。

 以上のように,中 央アンデス地帯における染織文化の研究は,コ)特 異な自然環境に
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よ り,き わ めて 古 い 時 期 の もの か ら連 続 して 資 料 が 遺 さ れて い る。2)染 織 品 の質 の高

さ,量 の 膨大 さか らみ て,高 度 の発 展 を遂 げて い る。3)先 ス ペ イ ン時 代 の技 術 伝 統 の

一・部 は
,現 在 の原 住 民 文 化 の 中 に も連 続 して お り,民 族 誌 的 デ ー タ が使 用 可能 で あ る,

とい う3つ の点 か ら考 え て,そ の意 義 は非 常 に大 き い もの で あ る 。

 中央 ア ンデ ス の海 岸 地 方 で,古 代 の 染 織 品 が 出土 す る こ と は,19世 紀 半 ば にす で に

記 録 され て お り[SqulER l869:21-22],当 時,偶 然 に せ よ意 図的 にせ よ,古 代 の

遺 物 の発 掘 が行 われ て い た こ とを示 して い る。後 述 の よ うに,先 ス ペ イ ン時 代 には,

死 者 を染 織 品 で 包 んで 埋 葬 す る風習 が あ った 。 当 時 の墓 地 は,集 落 周 辺 の砂 漠 の 中 に

営 ま れ た。 乾 燥 した砂 漠 は,染 織 品 の保 存 とい う面 で は利 点 で あ った が,無 秩 序 な発

掘 が始 ま る と,か え って 簡 単 に 掘 れ る とい うこ とが禍 い して,砂 の 中 の墓 は次 つ ぎ と

荒 さ れ て しま った 。古 代 の遺 跡 の 破壊 ・盗 掘 は,16世 紀 の征 服 直 後 か ら行 わ れ て い る。

初 め の うち は,黄 金 を求 めて 神 殿 や マ ウ ン ドが そ の対 象 とな った。 海 岸 の墓 地 は,砂

に覆 わ れ て そ の存 在 が は っ き り しない こ と もあ り,初 期 の 盗 掘 は免 れて いた で あ ろ う

が,前 述 の よ うに19世 紀 半 ば に は,す で に 掘荒 され る よ う にな って い た。 出 土 した 染

織 品,土 器,金 属 器,装 飾 品 な どは,盗 掘 者 の 手 か ら好 事 家 に買 取 られ,そ の多 くは

ヨー ロ ッパ や ア メ リカ に流 出 して い った 。

 学 術 的 な 発 掘調 査 も,も ち ろん行 われ て い る。 染織 文 化 研 究 史 の 上 で 重要 な ものは,

1903年 ～1905年 にか けて,M, Uhleが 北 のMoche川 か ら南 のNazca川 に わ た る広

い範 囲 で行 った 調 査,J. c. TelloがParacas半 島 で2つ の大 墓 地 を 発 見 した1925年

の調 査,J. B. Birdに よ る先 土 器 時代 のHuaca Prietaの 調 査 を は じめ とす る,ア メ

リカ の ア ンデ ス研 究 所 の一 連 の調 査,F. Engelに よ る系統 的 な先 土 器 時代 の 遺 跡 の

調 査 な ど が あ る。Uhleの 発 掘 した 資 料 は,後 に カ リフ ォル ニ ア大学 に送 られ, A・L.

Kroeber, L. M.0'Nealeを 中 心 と した 学 者 に よ り分 析 ・研 究 が 行 わ れ た・ い っぽ う

ヨー ロ ッパ で も,R. D'Harcourtな ど に よ り研 究 が 行 わ れ た。1920～30年 代 は,古

代 ア ンデ ス 染 織 品研 究 が い っせ い に開 始 され た 時 期 で あ った 。 そ の 後 も,調 査 あ るい

は過 去 の 資 料 の 整理 が進 む と共 に,J. B. Bird,1. vanstan, J・M・vreelandな ど の

研 究 者 も加 わ って,次 つ ぎ と新 しい研 究,報 告 が な され て い る1)。 日本 に お いて も,

最 近 に な って 角 山幸 洋,中 島 章 子 な どの染 織 の専 門 家 が,古 代 ア ンデ ス の 染 織 品 に 関

す る研 究 を 発 表 して い る[角 山 1964,1971,1972,1973,1974,1975,1977;中 島

1970a,1970b, n, d.]。 ま た,古 代 ア ンデ ス の 染織 品を,古 代 美 術 あ るい は 原始 美 術

と して と らえた 研 究 も行 われ,多 くの美 術書 が 日本,欧 米 で 出版 され て い る。

 以 上,ご く簡 略 に古 代 ア ンデ ス の染 織 品 の研 究 史 にふ れ た が,こ れ らの 研 究 は 主 と

して,染 織 品資 料 の 細 か い 分析 に基 づ い た純 技 術 的 な観 点 か らの もの,あ る い は表 わ

1)そ れ ぞ れ の研 究報 告 に関 して は,以 下 の本 の文 献 欄 を 参照 され た い[BENNETT&BIRD l 960;

 MASON 1957]。

591



国立民族学博物館研究報告 2巻3号

された文様の比較研究といった様式論的な観点か らのものが大部分を占めている。 こ

の原因としては,一 般に研究の初期にみられる事物そのものを対象とした分析 ・記述

ということがあろうが,も う一つ,対 象資料の多くが,学 術的な発掘調査法が未確立

の時期に出土 したものや,盗 掘によるものであったことが考えられる。このような形

で出土 した資料は,正 確な出土地,出 土状態,遺 物間の共伴関係,層 位関係などの基

本的なデータが しばしば欠落 しており,研 究進行上の大きな障害となっている。その

結果,研 究の方向はそれぞれの染織品に固有の染織技法,文 様などを対象とした,技

術的 ・様式論的観点にたったものにならざるを得なかったのであろう。この2つ の観

点からの研究は,も ちろん基本的なものであり,重 視されねばならない。しかし,古

代アンデス文明において染織文化が持つ特異性,豊 富な資料を考えた時,こ の2つ だ

けに偏 ったものに限らず,よ り広い視野での問題点の設定と,そ の解決への努力が必

要であろう。

 本稿は,こ れまで一部の専門家によってのみ研究が行われ,他 の人びとにとっては

美術品として単に鑑賞の対象で しかなかった古代アンデスの染織品を,従来の技術論・

様式論のレベルから,よ り広 く文化史の中でとらえなおし,古 代アンデス文明の一層

の理解への方向を探る試みとして書かれたものである。このような問題提起は,す で

にA・H・Gayton, J. M. Vreelandに より行われている[GAYToN l 961;VREELAND

1974]。Gaytonは,染 織品を 「生産」,「機能」,「美 しさ」の3つ の視点でとらえた

分析を行 っている。生産の面での素材から製品までの一貫 したいわば 「染織産業」と

してのとらえ方,機 能の面での社会 ・経済的側面の追求,美 しさの面でのそれを要求

した要因の考察など,古 代アンデス染織文化研究史上,0つ の画期的な論文といえる。

しかし,意 識 して時間的なデータを省いたため,古 代アンデス染織文化の0般 的ある

いは総合的な特質はよくとらえているにもかかわらず,文 化史的な発展の経過がわか

らないという欠点がある。Vreclandの 場合は,同 じような問題提起を行いなが ら,

自身が染織の専門家であるためか,む しろ資料のより客観的 ・科学的な分析の必要性

という方向へ行き,染 織品研究を,土 器や石器研究のレベルまで引上げる必要を論 じ

ている。筆者の場合は,染 織文化を染織品をめぐって行われる,さ まざまな人間の活

動の複合 としてとらえ,そ れを古代アンデスの文化史の中に位置づけるという形をと

って,Gaytonの 論文に欠ける点を補おうとするものである。

 本論に入る前に,染 織文化複合をとらえる視点に簡単にふれておく。

 まず最初に,染 織品を作り,使 うという技術複合がある。そこには,繊 維 ・染料そ

の他の原材料,道 具,製 作技術,そ して染織品の用途 ・機能などの項目が入る。つぎ

に,染 織品をめぐる社会 ・経済複合がある。原材料や製品の供給と分配に関する交易,

作業の専業化 ・分業,製 品の交換 ・贈与 ・租税などにかかわる機能,そ の他,埋 葬 ・

婚姻 ・成年式などの儀礼における機能など,さ まざまな側面が考えられる。最後に,
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染織品を視覚的表現の手段とする,美 術複合とでもいうべきものがあげられる。表さ

れた文様の主題,様 式,色 の組合せと選択,素 材や染織技法などがこれにかかわって

くる。この3つ の複合は,そ れぞれ独立 し完結しているものではなく,常 に相互に関

連を持ち,全 体として染織文化を構成 している。

 古代アンデスの染織文化を研究する際には,常 にこの3つ の複合に含まれるさまざ

まな側面をその視野におき,さ らにその時間的な発展 という文化史的視野,地 域的な

差,染 織文化以外の文化との関係などを考慮 して進めて行かなければならない。

 以下,紀 元前8,500年 前の先土器時代から,紀 元16世 紀のインカ時代にわたる,

10,000年 におよぶ古代アンデス染織文化の発展の経過を追いなが ら,そ こに現れたい

くつかの問題点をあげてみたい。なお,文 中に使った古代アンデス文明の時代区分,

年代はつぎのとおりである[L・ANNING 1967:25]。

後 期 ホ ライ ゾ ン     1,476-1,534A. D.

後 期 中間 期       1,000-1,476 A.D.

中期 ホ ラ イゾ ン      600-1,000A. D.

前 期 中間 期     B.C.200-600 A. D.

前 期 ホ ラ イゾ ン   B.C.900-200

轍 Bα 器9・ ・

先土器時代

  (圃   ?一ρα翻

亜.先 土器 時代の染織文化

 現 在 まで に 知 られて い る中 央 ア ンデ ス地 帯 最古 の染 織 品 は,北 高地 のCallej6n de

Huaylasに あ るGuitarrero Cave出 土 の もので, Cl--14に よ る年 代 はB. C.8,500～

5,700と され て い る[ADovAsIo&LyNcH l 973]。 計68点 の資 料 の 大 部 分 は紐 類 で あ

る が,そ れ を 編 ん だ袋,籠 が 少例 あ る。 また,タ テ糸 と ヨコ糸 で 構 成 され た布 の断 片

が2例 報 告 され て い る。 素 材 は分 析 中で あ るが,綿 で は な い と され て い る。注 目 さ れ

る の は,こ れ らの繊 維 製 品 と共 に,木 製 の丸 い棒,断 面 が 凸 レンズ 形 の 棒 が 出土 して

い る こ とで,報 告者 は これ らが織 機 の一 部 で あ った可 能 性 を示 唆 して い る。

 海 岸 地 方 の 先 土器 時 代 の 遺 跡 を調 査 して い るEngclは, Paracas, Asiaの2つ の遺

跡 で,多 数 の 埋葬 入 骨 を発 見 した 。埋葬 遺体 は,染 織 品 が未 発 達 で あ ったB,C.5,000

年 ～2,000年 とい う時代 に あ って も,そ の 多 くがmilkweed,龍 舌 蘭 な どの 植物 か らと

った繊 維 を薦 状 に編 ん だ敷 物 や 動 物 の毛 皮 で 包 ま れ,時 に はや は り上 記 の 植物 繊 維 で

作 った 帽子,衣 服 な ど を身 につ けて い た こ とが 明 らか に な った[ENGEL l960,1963]。
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ま たEngelは,こ れ らの調 査 を通 じて,先 土 器 時 代 の 遺 跡 に綿 が 出土 す る もの と し

な い もの とが あ る こ とに 注 目 し,先 土 器 時 代 を ,さ らに無 綿期 と有 綿 期 に分 け る こと

を 提 唱 して い る[ENG肌1957]。 綿 は,遅 く と もB. C.2,500年 頃 に は利 用 され て い

た[ENGEL l965:28]。 綿 が 使 わ れ始 めて も,当 時 の初 期 農耕 ・海 産 物 採 集 に依 存 し

た 生 活 に あ ま り大 き な変 化 は な か った。 しか し,染 織 文 化 の 面 で は,繊 維 素 材 と して

重 要 な 綿 が栽 培 化 され,そ の 供給 が よ り確 実 な もの にな った こ とは,き わ めて 大 きな

意 義 を 持 って い る とい え る。

 先 土器 時代 末 期 のB.C.2,000年 頃 に な る と, Huaca Prieta, Asiaな どで 出 土 した

資 料 か らみ て,染 織 文 化 が あ る程 度 発 達 して い た こ とが わ か る。 技 術 的 に は,編 物 が

いぜ ん と して90%以 上 も 占め て い るが
,少 数 の平 織 り,浮 き織 り,綴 織 りが み られ る

[BENNETT&BIRD 1960:268;ENG肌1963:130]。 Huaca Prietaの 遺 物 はい ず れ

も小 型 で,網 類 を 除 き 用 途 は は っき り しない 。Birdは シ ョー ル あ る い は 腰 布 で は な

か った か と推 測 して い る。Asiaで は,108 cm×73 cmの 大 きな布,縁 飾 りの あ る布

の他 に,帯,腕 輪,帽 子(?),袋 な どが 出 土 して い る。 ま た 中央 ア ンデ ス 地 帯 特 有 の

狩 猟 具 で あ る投石 具 が み られ る[ENGEL 1963:Fig .140]。

 この 時 期 の染 織 文 化 の 中 で と くに注 目 され る こ とは,赤 ・青 に染 め た色 糸 によ る縞

文 様 の他 に,鳥,カ ニ,ヘ ビ 魚,人 物 な ど を表 した 文 様 が初 めて 現 れ る こ とで あ る

[BIRD l 963:Fig・2～7;ENGEL l 963:Fig.192]。 文 様 は編 物,織 物 の両 者 に施 され,

製 作 過 程 で1本1本 の糸 を動 かす とい う,細 か な手 先 の 作 業 に よ り表 出 され て い る。

これ らは いず れ も直 線 的 な様 式 化 され た 線 で表 され
,ま た,双 頭 のヘ ビ な どの シ ンメ

トリック な ものが 多 い。 これ らは,ま だ 十 分 に細 い繊 維 が得 られ な い段 階 で の 編 物,

織 物 に 施 され た と い う 技 術 的 な 制 約 のた め で あ る との考 え方 もあ るが[BIRD l963:

32],同 時 に 出土 した ひ ょ うた ん に,刻 線 と焼 画 で施 され た 文 様 に も同 じ様 式 が 見 ら

れ る こ とか ら,当 時 す で に0定 の視 覚 表 現 の 様式 が生 まれ て い た と考 えた 方 が よ い で

あ ろ う。

 以 上 の よ うな先 土 器 時代 の染 織 文 化 を み る時,以 下 の 点 が注 目され る。1)死 者 を

染 織 品 あ るい は それ に類 す る もの に包 ん で埋 葬 す る風 習 。2)素 材 と して の 木 綿 の 栽

培 の 開始 。3)染 織 品 を 視覚 的表 現 の手 段 と して使 うこ と。4)文 様 が,細 か い 手 先

の 作 業 で糸 を動 か す こ とに よ り表 出 され る こ と。 この4つ は,古 代 ア ンデ ス 染 織 文 化

の 伝 統 と して,16世 紀 の イ ンカ時 代 に まで 続 い た。

㎜.草 創期以降の染織文化

 中央アンデス地帯では,紀 元前2,000年 紀の前半に,ト ウモロコシ農耕,土 器製作

が開始され,本 格的に文明形成へ と歩み始める。この時期以降の染織文化複合の発展
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を考 え る時,木 綿 と並 ん で素 材 と して 重要 な獣 毛 の利 用,紡 績 ・製織 の技 術 とそ の 道

具 の発 達,染 料 や 媒 染 剤 の利 用,衣 服 そ の他 へ の染 織 品の 用 途 ・機能 な どの 問 題 を と

りあ げて いか な けれ ば な らな い。

 獣 毛の 利 用 獣 毛 と して利 用 さ れた の は,ア メ リカ大 陸 の中 で,ア ンデ ス高 地 に の

み棲 息 して い る,vicu�(7i傭gπ 碗50〃gηの,9uanaco(Lama guanicoe), alPaca(Lama

pacos),11ama(Lama glama)の4種 の ラク ダ科 動 物 の毛 で あ る。 この 中,前 の2種 は

野生 で あ るた め,主 と して 利用 さ れた の は後 の2種,と くに良 質 で 長 繊 維 の毛 を持 つ

alpacaで あ った 。 alpaca, liamaが いつ 頃家 畜 化 され た か は,未 だ に解 明 さ れ て い

な い 。 しか し,B. C,1,000年 頃 の もの と され る,北 海 岸Vir﨎� 流 域 の 「11amaの

神殿 」 と よば れ る遺 跡 で,犠 牲 と して 捧 げ られ た と思 わ れ る2体 のllamaの 埋 葬 骨 が

発 見 されて い る こと[STRoNG&EvANs l 952:27-34],東 京 大 学 ア ンデ ス地 帯 学 術

調 査 団 が調 査 した,北 高地 のKotosh出 土 の獣 骨 の分 析 の結 果,同 じ くB. C.1,000

年 頃 を境 に,ラ クダ 科 動物 の骨 が,鹿 の骨 よ り も多 くな る とい う報 告[WING l972:

340]な どか ら,少 な くと もB.C.1,000年 頃 に は家 畜 化 さ れて い た もの と 推 定 で き

る。

 獣 毛 の 利用 に 関す る別 の 問 題 点 は,こ れ らの 動 物 が い ず れ も,標 高3,000m以 上

の高 地 を棲 息地 と し,海 岸 低地 で は飼 育 が 困難 で あ る とい う こ とで あ る。海 岸 地 方 で

利 用 され る場合,当 然 高 地 との交 易 を考 え る必 要 が あ る。 中央 ア ンデ ス地 帯 の 文 化 を

考 え る場合,海 岸 低 地,高 地,さ らに東 斜 面 の熱 帯 降 雨 林地 帯 とい う,3つ の生 態学

的環 境 の全 く異 な った地 域 の 相 互 関係 が,き わ めて 重 要 で あ る。 獣 毛 は,高 地 と海 岸

低 地 との 関係 を具 体 的 に示 す 数 少 な い資 料 と して,重 視 され ね ば な らな い。

 現 在 まで に 知 られて い る最 古 の 獣毛 例 は,中 部 海岸Supe出 土 の もの で,前 期 ホ ラ

ィ ゾ ンに属 す[0'NEAL 1954]。 量 は きわ め て少 な いが,そ の 多 くが 赤 色 に 染 あ られ

て い る こ とは 注 目さ れ る。 染 料 の 報告 は な いが,一 般 に獣 毛 は木 綿 に比 べ て,媒 染 を

使 わず に 染 色 しやす い。 この こ とが,染 織 品 の多 様 化 とい う方 向へ の 発 展 の 中 で,海

岸 地 方 で 獣 毛 が求 め られ た一 つ の 理 由 で あ るか も しれ な い 。 同時 代 のAncon, Cupis-

niqueか らも染 織 品 が 出土 して い るが,す べ て木 綿 で あ る。 しか し,こ の2つ の 遺 跡

か ら出土 した 資 料 の 量 が少 な い ので,ま だ 断 定 的 な こ とは い え な い。 前 期 中 間 期 に な

って,北 ・中部 海 岸 で は相 変 らず使 用 例 は少 ない が[BIRD l952:356;角 山1964:0],

南海 岸 のParacas Necropolis文 化 で は,木 綿地 に4～6色 の獣 毛 を使 って美 しい刺

繍 を施 した豪 華 な マ ン トが数 多 く作 られ た[BIRD&BELLINGER 1954;Tello I 959]。

ま た,や や 時 代 の下 るNazca文 化 で は,木 綿:獣 毛:木 綿+獣 毛 の 比率 が31:36:33

で あ り,獣 毛 の比 率 が か な り高 い とい え る[O'NEAL 1937]。 中期 ホ ラィ ゾ ンは,そ

の 成 立 に獣 毛 の交 易 あ るい は確 保 が 関 与 して い る と想 定 され[藤 井1976b],獣 毛 の

利 用 は頂 点 に達 す る。 この時 期 は,綴 織 りが最 も発 達 した 。 しなや か で発 色 の良 い獣
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毛 を ふ ん だ ん に使 って,技 術 的 に も美 術 的 に も優 れ た製 品 が作 られ た 。 後 期 中 間期 は,

Chancay文 化 の例 を見 る と,木 綿 の レー ス,染 物 な ど が発 展 し,全 般 的 に規 格 化 さ

れた 大 量 生 産 化 が進 む い っぽ う,染 織 品 の多 様 化 が はか られ,獣 毛 の 使 用 量 も決 して

減 少 して は い な い。 後 期 ホ ライ ゾ ンの イ ンカ 期 に は,alpaca, llamaの 家畜 が,国 家,

神 殿 あ るい は村 共 同体 に 属 した とされ[ROWE 1946:267],こ の こ とは,こ れ らの動

物 の 重要 性 を示 す1つ の証 拠 とい え よ う。

 道 具 染織 関係 の 道 具 と して は,紡 績 具,織 機,編 物 や 刺 繍 用 の針 な ど が あ る。

紡績 具 と して は,細 い木 や竹 の棒 を,土 ・石 製 そ の他 の紡 錘 車 に 通 した だ け の簡 単 な

もの が使 われ た 。 最 古 の例 と して は,先 土 器 時 代 のAsiaの ものが あ るが[ENGEi,

1963:Fig.16,17],一 般 に ,遺 跡 か ら紡 錘 車 が 出 土 す る の は,前 期 ホ ラィ ゾ ン以 降 で

あ る 。紡 績具 の 形 は最 後 まで 変 らず,現 在 で も原 住 民 の間 で 使 わ れ て い る[角 山1971]。

Gaytonは,250個 の 紡錘 車 が 副 葬 され た墓 が発 見 され て い る こ とか ら,紡 錘 車 製造

の専 門 職 の存 在 を考 えて い るが[GAYToN I961:16],こ れ は お そ ら く特 異 な例 で,

通 常 は紡 ぎ手 自身 に よ り作 られ た もの で あ ろ う。

 織 機 は,膨 大 な染 織 品 の 量 に 比 べ,出 土 量 が きわ めて少 な い。 学 術 的 な発 掘調 査 で

出土 し,報 告 され た もの は皆 無 に等 しい。 しか し,博 物 館 な ど に収 蔵 され て い る未 報

告 の 例 や,現 在 の この地 の 伝 統 的 な織 機 か ら推 定 して,後 帯 機(back。strap loom)が

使 わ れ た こ とに ほ ぼ間 違 い は な い 。 た だ,現 在 南 高 地 で は水 平 機(horizontal loom)

が 使 わ れ て お り,こ の 型 式 の機 が使 用 され た 可 能 性 も残 って い る。 と くに,後 帯 機 は

構 造上 織 り手 の手 の届 く範 囲(通 常70～80cm)で 織 巾が き ま って しま う。 出土 資 料

の 中 に,lmを 越 す 巾 の もの が み られ る こ と は,水 平機 も含 め た他 の機 の存 在 も考 え

なけ れ ば な らな いで あ ろ う。

 前述 の よ うに タテ 糸 と ヨ コ糸 か ら構 成 され る布 片 は,先 土 器 時 代 か ら出土 して い る。

しか し,こ れ らが 織 機 を使 って作 られ た確 証 は な い。 知 られ て い る最 古 の機 は,前 期

ホ ラィ ゾ ンと され るParacas出 土 の もの で あ る[F NGEL l 966:125]。 しか しこの 例

は,1本 の棒 に か け られ た タ テ糸 に,ヨ コ糸 が通 って い るだ けで,汐 テ糸 を い っせ い

に上 下 す る仕 掛 け(綜 続)は み られ ず,本 来 の織 機 か ど うか わ か らな い。 いず れ に せ

よ染 織 品 の 製 織 技 術 の方 か らみ て,織 機 は前 期 ホ ラ イゾ ンの あ る時 期 に考 え 出 さ れ た

こ とは間 違 いな い と思 われ る。

 後 帯 機 の大 きな 特徴 の一 つ は,タ テ糸 を織 り手 の腰 に ま わ した帯 で 引 っぱ る とい う

構 造 のた め,腰 を前 後 す る こ とに よ りタ テ糸 の張 り具 合 が 自由 に調 節 で き る とい う点

に あ る。 そ の た め,細 か い 糸 の 操 作 を手 先 で 行 う こ とに よ り文 様 を表 出 す るの に き わ

めて 適 して い る。 手 先 で 文 様 を表 出す う の は,前 述 の よ うに先 土 器 時代 に始 ま る古 い

伝 統 で あ った。 後 帯 機 の 使 用 開始 と共 に,古 代 ア ンデ ス染 織 文 化 は そ の 多様 な製 織 技

術 の発 展 へ の基 礎 が で きた とい って よ いで あ ろ う。
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 この地 域 で 後 帯 機 が 専 ら使 わ れ た理 由 は,上 述 の よ うな文 様 構 成 の た めの 利 点 とい

う こ とが ま ず考 え られ るが0も う一 つ,こ の機 が 何 本 か の短 い棒 の組 合 せ だ け で 作 ら

れ て い る とい う,構 造 上 の 理 由 が考 え られ る。 現 在 で は,征 服 後 旧大 陸 か ら移 入 さ れ

た ユー カ リが 多 くみ られ るが,そ れ を 除 く と,ア ンデ ス の海 岸 ・高 地 とも樹 木 の 類 は

き わ めて 貧 弱 で あ る。 と くに真 直 ぐに伸 び た木 は まず 見 られ な い 。 この よ うな 材 料 の

面 で の制 約 が,旧 大 陸 の よ うな大 きな 枠 を持 つ 足 踏 式 織機 が発 達 しなか った 一 つ の 理

由で あ る と考 え られ る。

 染 め 古 代 ア ンデ スの 繊 維 染 色 は,す で に先 土 器 時 代 に 赤 ・青 の 染糸 が使 わ れ て以

来 の伝 統 を 持 つ 。染 め は と くに 前 期 中間 期 の南 海 岸 で か な り発 達 し,Paracas Necro-

polisで は250の, Nazcaで は190の 異 な った 色 調 の糸 が使 わ れて い る[0'NEAL 1937,

19421。 色 の表 出 は,素 材 繊 維 の 色調(獣 毛 は も ち ろん,木 綿 に も白か ら褐 色 に いた

る い くつ か の 自然 色 を持 つ もの が あ った 「BENNETT&BIRD l 960:262])と,各 種

の 染料 の組 合 せ で 行 わ れ た と思 わ れ る。 染 料 ・媒 染 の 研究 は き わ めて 遅 れ て お り,現

在 ま で に青 色 染 料 の あい(lnd�ofera suffruticosa Mi11),赤 色 染 料 の え ん じ虫(Coeeus

cacti),ア カ ネ科 の植 物(Rubiacea relbunium),紫 色 染料 の貝 の一 種(Concholeﾟa)な ど

が 使 わ れ た こ とが わ か って い るにす ぎ な い[GAYToN 1961:115]。 その他,推 定染

料 と して は,動 物,植 物 の も のが い くつ か あ げ られ て い る[角 山 1977:216】 。 現 在,

原 住 民 が 利用 す る もの と して は,く る み,は ん の 木 の皮(茶),そ の他 二 ・三 の植 物性

の もの(現 地 名 の みで 一 般 名,学 名 は不 詳),泥 を 利 用 した 鉄 媒 染 な どが あ る 〔石 原

氏 の 御 教 示 に よ る〕。 古 代 ア ンデ ス染 織 品 の染 料 を 分 析す る こと に よ り,染 料 の 産地

と使 用地 との 関係 を つ かむ こ と が可 能 で あ る。 そ の結 果 は,中 央 ア ンデ スの 地 域 間 の

交 易 の 問 題 解 決 に大 き く貢 献 す るの は 明 らかで あ る。 染 料 の 分 析 ・同 定 の研 究 は,大

き な課 題 の 一 つ と して今 後 に残 され て い る。

 染 めに 関 す る別 の 角度 か らの 問題 は,染 物 の製 作 とその 染 色 技 術 で あ る。 糸 あ る い

は素 材 で はな く,織 上 った布 を染 めた 染 物 は,織 物 に比 べ 発 達 しなか った 。古 い もの

と して は,前 期 ホ ライ ゾ ン末 期 のParacas Cavernas文 化 に属 す る描 染 め の布 が あ る。

平 織 りの 木 綿 地 に,濃 淡 の 茶,赤 色 を使 って,両 手 に杖 を 持 つ 人 物,猫 科動 物,S字

文 な ど の典 型 的 なChav匤文 化 の 文様 を描 いた もの で あ る。 染 め の技 法 と して は,描

染 め の他 に,か す り染 め,ろ うけ つ 染 め,し ぼ り染 め な ど も知 られ て いた 。 この 中,

か す り染 め の資 料 は きわ めて 少 な く,現 在 まで に数 例 知 られ て い るにす ぎな い 。技 術

的 に み て もあ ま り 発 達 して い なか った[VANSTAA'1957]。 染 物 は,前 期 中 間 期 の

Nazca文 化 で あ る程 度 の 発 達 を 見 せ た が,本 格 的 に 製 作 され た の は後 期 中 間 期 に な

って か らで あ る。 と くにChancay文 化 に は,か す り染 め を 除 い た染 物 の優 品 が 多 い 。

 後 期 中 間 期 に な って増 加 す るの は,織 物 に 比べ 染 物 の 方 が 早 く仕 上 が るの で,こ の

時 代 に染 織 品 の 大 量 生 産化 が進 んだ こ と と関係 が あ る こ とが 推 定 され るが,い っ ぽ う
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で,製 織 技 術 が 中期 ホ ラィ ゾ ンまで に ほ とん ど 出 そ ろ って しま った た め,布 に表 す 文

様 表現 を,よ り多 様 化 しよ うと い う動 きの 中 か ら出 た もの と も考 え られ る。

 製 織 技 法 製 織 技 法 は,す で に指 摘 した よ うに き わ めて 発 達 して い た 。技 法 と して

は,平 織 り,浮 織 り,縫 取 織 り,紋 織 り,二 重織 り,綴 織 り,縫 合 せ 織 り,羅,綿,

紗,綾 織 りな どが あ り,そ の他 に,オ ー プ ンワ ー ク や レー ス,刺 繍,各 種 の編 物 さ ら

に 組物 な ど,現 在 手 織 りの技 術 と して 知 られ て い る もの の,ほ とん どす べ て に及 んで

い る。 は じめ に も述 べ た よ うに,染 織 品 の 技 術 的研 究 は か な り進 ん で お り,そ れ ぞ れ

の 技法 の細 部 に わた る説 明,技 術 史 的 な 展 開 に 関 して は,多 くの 報 告,論 文 が あ る の

で こ こで は これ 以 上 触 れ な い2)。

 実 用 的 用 途 ・機 能 染織 品 の用 途 ・機 能 と して は,衣 服,装 飾 品 の他 に,貯 蔵 ・運

搬 用 の袋 や 紐,漁 携 用 の 網 や紐 ・糸,さ らに この地 域 に 特有 の もの と して,狩 猟 あ る

い は 家畜 群 の追 立 て な どに 使 わ れ た投 石 具 の 紐 な ど,実 用 と して の もの が まず あ げ ら

れ る。

 衣服 は前 述 の よ うに,す で に先 土 器 時 代 か ら知 られ て い た 。前 期 ホ ラ イ ゾ ンの もの

と して は,Supe出 土 の マ ン ト,帯,ベ ー ル な どが 報 告 さ れ て い る にす ぎな い[0'NEAL

l954:112～130]。 この時 代 の石 彫,土 器 な ど に表 され た 人 物 も,裸 か,わ ず か にふ

ん ど しあ る い は短 か い腰 布,腰 や頭 に巻 いた 帯,首 の ま わ りの襟 状 の飾 り(?),肩 か

ら背 中 に た ら した マ ン トな どを つ け て い る にす ぎ ない 。 前 期 中 間期 に な る と,衣 服 は

か な り発 達 した 。 染織 品 の報 告 例 は,Paracas Necropolis文 化, Nazca文 化 を除 き

ほ とん どな いが,Mochica, Nazca文 化 の土 器 に,当 時 の服 装 が か な り具体 的 に表 さ

れ て い る所 か ら判 断 で きる。 男 子 は,袖 付 きあ るい は袖 な しの 短 か い貫 頭 衣,短 か い

パ ン ッあ る い はキ ル ト状 の ス カー トを つ けて い る例 が 多 い。 足 首 ま で の 長 い貫 頭 衣 も

あ る。女 子 の 衣 服 は,足 首 ま で の長 い貫 頭 衣 に 限 られ て い た。 ター バ ン状 や 大 き な飾

りの つ い た頭 巻 き の帯 は,男 子 の み が使 用 した 。貫 頭 衣 を基 本 と した この 衣服 の 組合

せ は,イ ンカ時 代 まで 続 い た 。 イ ンカ時 代 には この他 に,防 寒 ・防水 用 と して,男 子 は

大 きな マ ン ト,女 子 は肩 掛 けを用 い た が,こ れ らは高地 の み で,海 岸 地 方 で は 使 用 さ

れ なか った で あ ろ う。 この よ うに,古 代 ア ンデ スの 衣 服 は,長 方 形 の布 を2枚(袖 付

き の場 合 は小 さ い もの を さ らに2枚),首 と腕 の 出 る所 を残 して袋 状 に縫 い 合 せ た だ

け の簡 単 な貫 頭 衣 を基 本 と して い た 。大 き な布 を 裁 って 衣服 に仕 立 て る ことは な か っ

た 。 こ の方 法 は徹 底 して お り,人 形 の 衣服 な ど小 さ な もの も,あ らか じめそ の 寸 法 に

合 った小 さ な布 を織 って作 られ て い た 。 これ は,後 帯 機 に よ る製織 の た め,幅 ・長 さ

と も大 きな 布 が 作 りに くい とい う技 術 的 な要 因 の他 に,こ の地 域 は 利器 と して の 金 属

器,石 器 が未 発 達 で[藤 井1976a],布 を うま く裁 つ ことが で きな か った こと に もよ

2)技 法 の 詳 しい説 明 は,以 下 の文 献 を参 照 され た い 「D'HARcouRT l962;BENNhTr&Bixn

  1960;貞 末1963;角 山1964;泉 互964;中 島1970a】 。
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るので あろ う。 も ち ろん,石 製 ・金属 製 の ナ イ フ は使 わ れ て い る ので,裁 って 裁 てな

い こ とは な い。 しか し,古 代 ア ンデ ス に お け る布 は,縫 合 さ れ る こと は あ って も,つ

い に裁 って 使 う とい う こ とは なか った 点 は,一 つ の大 きな 特徴 と して 注 目 され る。

 衣 服 以 外 の染 織 品 と して は,先 土 器 時代 以 来 の伝 統 を 持 つ漁 網 が,先 ス ペ イ ン期 を

通 して使 われ,こ の地 域 で の漁 業 の 重 要性 を示 して い る。 前述 の衣 服 には ポ ケ ッ トが

な か った た め,小 物 入 れ と して あ る いはcocaの 葉 を入 れ るた め の小 さ な袋 が 多 く使

用 され た。 女 子 も袋 を 使 った が,時 に は小 さな ハ ンカ チ状 の 布 に 包 んで 持 歩 くこ と も

あ る。貯 蔵 ・運 搬 用 の 袋 類 は,出 土 資 料 の 中 に は報 告 され た 例 が な い。 しか し,現 在

高地 の原 住 民 の間 で,alpacaの 毛 を使 い,後 帯 機 で織 ったcostalと よ ば れ る袋,や

は りalpacaの 毛 で 作 った 長 い 組紐 が使 わ れ て い る。 これ らが 先 ス ペ イ ン時…代 か らの

伝統 を 引 く もの で あ る こ とは十 分 考 え られ る。 投石 用 の紐 は,す で に先 土 器 時 代 後 期

に は じま り,現 在 まで 使 わ れ て い るが,そ の形 態,作 り方 に は ほ とん ど変 化 が な い。

 染織 品 の用 途 ・機 能 と して は,以 上 の よ うな 実用 的 な もの の他 に,視 覚 的 な 表 現 の

手 段 と して の機 能,あ るい は社 会 階 層,所 属 グ ル ー プな どの シ ンボ ル,埋 葬 習 慣 に伴

う もの な ど の社 会 的 な機 能 が あ げ られ る。 さ らに大 き くいえ ば,今 ま で時 ど き触 れ て

きた よ うな,生 産 と使 用 に 関 連す る交 易 の 問 題 な ど,経 済 的 な 面 で の 機能 とい うこ と

も こ こに含 め て考 え られ るで あ ろ う。

 視 覚 的 表現 の 手 段 視 覚 的 表 現 の 手 段 と して 染 織 品 を 使 う ζ とは,前 述 の よ うに

B.C.2,000年 頃 の 先 土器 時 代 末 期 か ら始 ま って い た。 そ こに表 され た動 物,人 物 な

どが,単 な る実 体 の投 影 な の か,あ る い は何 らか の象 徴 性 を 持 って い る のか,残 念 な

が らわ か らな い。 しか し,そ の緻 密 で シ ン メ トリ ックな文 様 構 成,双 頭 の ヘ ビ と い う

観 念 的 な表 現 方 法 な どは,当 時 す で に,文 様 表現 に お いて 一 定 の 様式 的 なパ タ ー ンを

持 って い た こ とを示 して い る。 ま た,扱 わ れ た 主 題,表 現 方 法 は,以 後16世 紀 の イ ン

カ時 代 に ま で,こ の地 域 の伝 統 と して続 く もの で あ った。

 前 期 ホ ラィ ゾ ンの もの と して は,Paracasの 描 染 め, Supeの 綴 織 りに表 さ れ た,

猫 科 動 物 の 文様 が注 目 され る。 前 期 ホ ライ ゾ ンを 形 成 したChav匤文 化 は,き わ めて

宗 教 色 の 強 い 文化 で あ った 。 と くに,そ の信 仰 の 中 心で あ った 猫 科 動物,あ る い は そ

の象 徴 と して の 牙,S字 文,十 字 文 な どは,染 織 品 ばか りで な く,土 器,石 彫 な ど

に表 され て い る。前 期 中間 期 以 後 は,紡 績,染 め,製 織 技 術 な どの 発 達 と相 侯 って,

表 現 の方 も多彩 にな る。 中で も,Paracas Necropolis文 化 の大 型 の マ ン トは,そ の

色 彩,全 面 に施 され た細 か い刺 繍 な ど,古 代 ア ンデ ス 染織 文化 の1つ の 頂点 を な す も

の を作 り出 した 。 しか し,そ こに 扱 わ れ て い る文 様 の 主 題 は,お そ ら く前代 の 猫科 動

物 か ら発 展 した と思 わ れ る,「神 話 的 人 物 像」と い われ る もの の徹 底 的 な繰 返 しで あ る。

この傾 向 は中 期 ホ ラィ ゾ ンに も著 しい 。 中 期 ホ ライ ゾ ン は,南 高 地 のTiahuanaco
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に起 源 を持 つHuari文 化 が,全 地 域 に広 が った 時代 で あ るが, Tiahuanacoに あ る

「太 陽 の 門」 と よば れ る石 彫 に刻 まれ た,両 手 に杖 を持 つ 人 物,あ る い は その 両 側 に

み られ るAnge】 と名付 け られ た 人 物 の姿 が,こ の時 期 に と くに発 達 した綴 織 りの 文

様 と して,最 も多 く登 場す る。

 この よ うに,染 織 品 に表 され た 文 様 は,先 土 器 時 代 以 来 の 伝 統 を 持 つ,鳥,ヘ ビ,

カ ニ,魚 な どの 動 物,前 期 ホ ラ イ ゾ ン に始 ま る猫 科 動 物 とそ れ の発 展 形 で あ る神 話 的

人物 が,イ ン カ期 を 除 く古 代 ア ンデ ス全 期 を通 じて表 され 続 け た 。 イ ンカ期 に は,そ

れ以 前 の表 象 的 な 文 様 に代 り,幾 何 学 的 な文 様 が 主 流 を 占め る。 イ ンカ時 代 の表 象 的

表現 か ら幾 何 学 的 表 現 へ の移 行 は,染 織 品 の み な らず 土 器 にお い て も認 め られ る。 し

か し,こ の現 象 が 何 に 起 因す る のか現 在 の 所説 明で き な い。 た だ し,幾 何 学 文 は,イ

ンカ以 前 に もか な り見 られ,と くに階 段 文,波 形 文 が多 く表 され て い る 。

 シ ンボ ル と して の機 能 社 会 階 層 あ るい は 所属 グル ー プの シ ンボ ル と して の染 織 品

の 機能 は,染 織 品 自体 の 分析 を通 じて で は な く,む しろMochica文 化 の土 器 に描 か

れ た 文様,あ るい は征 服 後 に ス ペ イ ン人 に よ り書 か れ た イ ン カ文 明 の 記 録 な ど に よ っ

て 想 定 され て い る。Mochica文 化 の場 合,王 や貴 族 あ る い は神 官 な ど とよ ば れ て い

る支 配 階 層,戦 士,飛 脚,漁 民 や 農 民 な ど の一 般 人 の 服装 の 文様 に差 が あ る[BENSON

1972:107～108]。 ま た,戦 闘 の捕 虜 が 衣服 を は が れて 裸 に され て い るの も,シ ンボ

ル と して の衣 服 の機 能 を 示 す もの と考 え る こ とが で きる 。 しか し,Mochicaの 場合

で もイ ンカ の場 合 で も,階 級 あ る い は所 属 グル ー プ の シ ンボル と して は,頭 飾 りが よ

り重 要 で あ った。 イ ンカ の 場合,皇 帝 を示 す もの は衣 服 で は な く,む しろ頭 飾 りに つ

け られ た房 飾 りで あ っ た と され て い る[ROWE 1946:258]。

 埋 葬 儀礼 に伴 う機 能 埋 葬 に 伴 う風 習 と染 織 品 の結 び つ き は,古 代 ア ンデ ス 染 織 文

化 の 発 展 を 考 え る とき,か な り重 視 さ れ ね ば な らな い。 当 時 の死 後 の観 念 が どの よ う

な もの で あ った か不 明 で あ るが,衣 服 な ど の染 織 品 の み な らず,土 器,装 飾 品,さ ら

に食 料 と思 わ れ る植 物 まで 副葬 され て い る所 か ら,死 後 も現 世 と同 じ生 活 を 送 る と考

えて い た こ とが 推定 され る。 こ こで一 つ 問題 と な る こ とは,は じめ に述 べ た よ うに,

現 在 知 られ て い る古 代 ア ンデ ス の 染織 品 の大 部 分 が,埋 葬 され た死 者 の つ けて い た も

ので あ る こ とで あ る。 これ らの 染 織 品 は,死 出 の晴 着 と して 特別 に作 られ た もの な の

か,日 常 使 用 して い た も の を使 った の か,墓 以 外 で 出土 した 資 料 が ほ とん ど知 られ て

い な いた め,判 断 で き な い。 い ず れ に せ よ,埋 葬 す る時 に は,美 しい染 織 品を 身 につ

け る とい う風 習 が,古 代 ア ンデ ス に お け る染 織 文 化 の発 展 の 一 つ の原 動 力 に な った こ

とは,十 分 に考 え られ る。

 その 他 の 機 能 古代 ア ンデ ス の 染 織 文 化 を め ぐる 問題 と して は,そ の他 にす で に 触

れ た交 易 の 問 題 の他,イ ンカ期 にみ られ る租 税 と して の機 能,供 儀 に お け る供 え物,

葬 礼,婚 礼 な ど にお け る贈 与 な どが 指 摘 され て い る が[MI」RRA 1962:170],こ れ ら
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に関してはインカ以前の資料が決定的にないので,今 回はふれない。 しか し,将 来の

問題として上記のような視点から先インカの染織品を分析する必要があろう。

IV.お わ り に

 以上,中 央アンデス地帯の染織文化を,そ の時間的発展の経過を追いなが ら,い く

つかの側面を問題としてとりあげてきた。中央アンデスの染織文化は,石 器文化,木

器文化と並んで,き わめて古い歴史を持っている。とくに,先 土器時代か ら早 くもあ

る程度の発展をみせていることは注目される。そこには,そ れ以降の時代にまで伝統

として受継がれた,い くつかの要素が認められる。一般に,染 織文化は旧大陸でいう

新石器文化複合の一つとして,定 住農耕,土 器の製作と共に始まると考えられている

が,こ こでは,先 土器時代の原初農耕 ・海産物採集経済の段階ですでに発展 し始めて

いた。中でも,染 織品の視覚的表現の手段としての著しい発展が認め られることは,

古代アンデス文明の特徴の一つといえる。

 古代アンデス文明における染織品の発達の要因として,Birdは,綿 ・獣毛という繊

維素材の存在,衣 服を必要とする気候条件,安 定した農耕生活の3つ をあげている

[BENNETT&BIRD l 960:257]。 この3つ は,ま さに染織文化が成立するための必

要条件であるのはいうまでもないが,そ の他に,視 覚的表現の 主な手段 としての機

能,埋 葬に伴う染織品の役割 りなどが,そ の発展の大きな要因となったことが考えら

れる。とくに視覚的表現の手段としては,こ の地域では紙がついに発明されず,そ れ

に代 る樹皮,皮 などもほとんど重視されなか ったため,軽 くて遠 くまで持運び可能な

ものとしては,染 織品がほとんど唯一のものであった。Paracas出 土のChav匤期 の

描染めの布,中 期ホライゾンのTiahuanaco文 化起源の神像を表した布などは,宗

教的イメージが広 く中央アンデス各地に広がる際の重要な役割りとして,染 織品が使

われたことを示すものであろう。また,最 近のエスノヒス トリカルな研究に基づく,

インカ時代の染織品のさまざまな社会経済的機能の問題[MURRA l962]も,先 イン

カ時代にまでさかのぼって考えていかなければならない。

 現在遺されている膨大な古代アンデスの染織品は,海 岸地方出土のものがそのほと

んどを占める。海岸地方でも,北 部はまれに降雨があり,ま た砂中に含まれている硝

石分のために,染 織品の保存が中 ・南部海岸に比べ悪い。高地のものは,気 候条件の

ためほとんど遺されていない。現在までに発掘された資料が,古 代アンデスで生産さ.

れた全体の何割 ぐらいに相当するのか,全 くわからないが,実 際の量は現存資料の数

十倍,あ るいは数百倍と考えても決して誇張ではないであろう。この量はもちろん,

先土器時代か らインカ時代までの数千年の年月を考えれば,あ るいは当然のことかも

しれない。しか し,今 まで述べてきたような古代アンデス染織品の特異な発達を考え
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れば,当 時の人びとが染織品の生産に費した時間,持 っていた情熱は感 じられる。

 最近のエスノヒストリカルな研究か ら,イ ンカ時代における染織品の重要性,さ ま

ざまな機能が判明 している。インカ文明は,先 インカ文明の集大成といった面を多分

に持 ってお り,そ こに見られる要素は,お そらく先インカ時代からの伝統を引継いだ

ものであることは,十 分予想される。このようなことを考えた時,多 量の染織品を作

り出した原動力と,そ れに応えた生産力との間の動態的な関係は,従 来のような技術

論 ・様式論の観点に偏った研究か ら引出すことは不可能である。今後の古代アンデス

染織文化の研究は,は じめにも述べたように,技 術複合,経 済複合,美 術複合の3つ

を相関的にとらえることを基本とし,そ の時間的発展,地 域差,他 の資料との関係を

常に考慮 した,全 体的な視野にたったものへ と向か う必要がある。
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